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真実見極め投票したい 
スペイン語講師 清水 武 68（東京都昭島市） 
 
 衆議院選が公示され有権者の関心が高まるなかで、私は一部マスコミの報道に危惧をい

だいています。先の総選挙でもそうでしたが、激戦区に“刺客”と称する候補が送り込ま

れます。それが女性だと、政治的能力や実績よりも美人度とか話題度を面白おかしく取り

上げています。加熱した追っかけ報道でますます候補の知名度は上がっていきます。大事

な選挙がアイドルの人気投票みたいになっている、といったら過言でしょうか。 
 こうしてマスコミが作った風に貴重な票が吹き流されていくのです。これはきわめて異

常で憂慮すべき危険な風潮だと思います。結果的に苦しむのは選んだ有権者自身です。こ

れまでの実績があるのか、本当に仕事が出来るのか、日本の将来を託しても大丈夫なのか、

風に流されずに政党と候補者の真実を見極めて投票したいものです。 

 


